







































表 1 2004-5年度長崎大学短期プログラムの受け入れ状況 (人数)
国 協 定 大 学 名 受 け入 れ学部 計
教育 経済 工学 薬学 環境 水産
中 国 福 州 大 学 1 1 2
夏 旦 大 学 2 2
同 済 大 学 1 1
大 連 水 産 学 院 1 1
韓 国 麗 水 大 学 1 1 2
慶 北 大 学 1 1
釜 慶 大 学 2 2
済 州 大 学 1 1
マレーシア マレーシア科学大学 1 1
タ イ マ ヒ ド ン 大 学 1 1
注 :済州大学の留学生は､秋学期のみ参加｡
次に､留学生の短プロ参加の動機をアンケー トの結果に基づいて概観してみ
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提 供 部 局 科 目 名 履 修 者 数
秋学期 春学期
教 育 学 部 異文化比較研究ⅠⅠ 4
経 済 学 部 ･国際関係論 3
国際経済学 3
国際経営論 1
医 学 部 環境と健康 2
国際医療協力概論 2
歯 学 部 科学コミュニケーション 3
日本における最新臨床歯科学 . 0
薬 学 部 生命科学入門 2
医薬化学入門 2
創薬化学入門 2
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環 境 科 学 部 環境分子生理学 0
地質学入門 7
水 産 学 部 留学生のための水産科学入門 5
留学生のための水産科学演習 5
留学生のための臨海実習 ll.
大 学 教 育 機 能開 発 セ ン タ ー ポスタープレゼンテーション 4祖国文化の表現法 3
留学生 セ ンター 日本語 1 2
日本語 2 4 2
日本語 3 3 3.

































表 4 短期プログラムの授業内容についての評価 (人数､総数14人)
｢以下の事柄について､右にあげた中から､あなたの意 まったくそう忠わな そ､一つ忠わな どちらともi,)ヽス_な そう忠 罪常にそ>つ忠兄 として最もあてはまるものを選びなさいo｣ し1 しゝ しゝ 一ヽ
1.授業内容が難しすぎる 2 ll 1 00
2.科目数をもつと増やすべきだ 1 1 2 6 4
3.興味ある科目が開講されている 1 1 3 6 3
4.自分の専門に関連した科目が少ない 4 03 3 4
5.授業についていけない 2 10 2 0 0
6.一般に授業はよく準備されている 0009 5
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ムは日本について何か新しい考え方を提供しましたか｣という問いに対しては､
12人が ｢そう思う｣と回答し､ 2人が ｢たぶん｣と答えた｡
表 5 今回の留学に対する印象 (人数､総数14人)
そう忠わ一なi,) わから一なi,ゝ た逮ん そラ忠>つ
短プロは日本に対する何か新しい視点を提供しましたか 002 12
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